
◎ 目的
本プロジェクトでは『健康増進・障害予防』に焦点を当て、地域に住まう人々
を対象とした体力測定や地域の人々と一緒に健康課題について話し合うグルー
プワークなどの実践活動をとおして、地域にはどのような健康課題があるのか、
それを解決するためにどのような取り組みが必要なのかを考えます。
これらの活動により、世代を超えた住民同士のつながりを深めながら、地域全
体で支え合い、継続的な健康づくりを推進し、活動地域における健康増進・障
害予防に向けた自助・互助活動の促進を目指しています。 

提供学科 : 理学療法学科
◎ 実施内容
１.地域住民を対象とした体力測定会の実施
・動作能力、筋力、体組成などを測定
・転倒や身体機能低下の危険性、サルコペニア
の可能性について評価
・測定結果のフィードバック＆運動に関するア
ドバイス実施
２.市民公開講座の運営
・千葉リハビリテーションセンター医師による
講演、及び、理学療法士による体操指導視察
・講座運営に関わる業務を実施
３.体力測定会への継続参加の促進
・地域イベントでのチラシ配布
・スタンプカード作成と景品の提供
・住民と学生間のコミュニケーションの促進

◎ 学びの効果
本プロジェクトにおいて、体力測定会や市民公開講座の運営に関わることで、
身体機能の測定や運動指導を通じた地域住民の健康づくり支援の基礎を身に
つけることができました。
また、こうした測定会や市民公開講座の運営を介し異なる世代の方々と交流
することで、コミュニケーション能力を養うことができました。 
さらに、健康に関する地域の課題について、日々の生活背景も踏まえながら、
その解決に向けた方法を多角的な視点から考えることができるようになった
と考えます。 

◎ 学びの効果
本プロジェクトに参加した学生が、地域の観光に寄与するインフラづくりを
行政の方々と共に検討できたことは、学生にとって非常に貴重な学びの機会
となりました。とりわけ本年度の企画を通じて、学生たちは地域に眠る観光
資源を掘り起こし、それらを行政の方々をはじめ地域の担い手や観光客に対
して、魅力ある情報として整理・共有できたのではないかと考えます。
さらに学生たちは、調査能力や情報伝達能力を身につけただけでなく、発見
した観光資源を「社会的に価値ある企画」へと昇華させるために試行錯誤を
重ねました。その過程で、企画を一過性の取り組みで終わらせず、継続可能
な “生業” として成立させるための方法を構築しようとした点に、本プロジェ
クトの重要な成果があると捉えています。




